
番
号

学　　年

グループ名

月 指導時数 ★ 主な学習内容 指導の工夫

４
５
７
11
12

22 〇

・情報機器使用のルール
・タブレット端末操作の体
験、技術習得

・ルールを確認してか
らタブレット端末を配
布する。
・意欲を高められるよ
う、いくつかの用途の
体験を行う。

１
２

3

・タブレット端末を利
用し、写真を使用で
きるようにする。
・発表の仕方や聞く
態度などについて、
事前に周知しておく。

・進路学習で学んだことを
まとめ、発表する。

・清掃活動
（週１回）

・ほうき、ちりとりを用いた掃
き掃除
・タオルでの拭き掃除
・雑巾での床清掃

・清掃道具の扱い方、清掃の手順を知
る。
・手順を意識して、作業に当たり、安全
や衛生について気付き、工夫する。
・清潔を意識し、きれいな環境で生活
する態度を養う。

・コンピューターを正
しく操作しよう

・タブレット端末の初歩的な操作を知
り、使い方に慣れる。
・コンピューターなどの情報機器に触
れ、体験したことなどを他者に伝える。
・ルールやマナーを守り、安全に情報
機器を扱う態度を養う。

・訪問時のマナーや
身だしなみ、挨拶に
ついて、事前に学習
する。
・写真やしおりなどで
事前学習を行い、働
くことについて、見通
しをもって見学できる
よう配慮する。
・写真や個に応じた
課題を用意し、それ
ぞれの方法でまと
め、事後学習に取り
組む。

・「仕事をする」とい
う、緊張感がもてるよ
うな雰囲気作りをす
る。
・客の立場も経験す
ることで、何が大切か
を理解しやすくする。

・実際の「仕事」を見学、体験し、仕事
をする時の、態度、姿勢、必要なことを
知り、理解する。
・マナーを守り、言葉遣いに気を付け
て見学、体験し、作業学習で取り組む
内容との関連について気付く。
・将来に向け、自分の実習や卒業後の
生活をイメージして生活する態度を養
う。
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教科等名 職業・家庭（職業分野） 学年

ねらい

・コンピューターなどの情報機器や、清掃、喫茶などの道具を使った学習を通して、将来の職業生活に係る基
礎的な知識や基本的な技能を知る。
・様々な職業があることを知り、自分の将来の生活を考える機会をもち、自分の希望する仕事を考える力を養
う。
・進路見学を通して、社会人として必要なマナーや態度を学び、将来の職業生活について考える態度を養う。

・「仕事」の体験をすることで、働く喜び
と大変さを知る。
・ 相手に好感を与える接遇の方法を
考え、実践する。
・すすんで学習に参加し、他者と協力
して主体的に取り組む。
・清掃の基本的なやり方や用具の使い
方を理解しスキルを身に付ける。

文化出版社　「はじめてのキッチン　小学生からおとなまで」

42

・安全に留意して行う
よう、注意喚起する。
・掃除の手順を決め
て行う。
・机を置く場所をテー
プで明示する。

担当教員 ○桐山 知行　　桑原 真明　　三橋 淳輝　　鷲尾 圭介　　金子 蓮菜　　松永 和也　　大出 彩乃　　佐野 堅太

通年

42

・学習したことを発表し合い、それぞれ
学習したことを知る。
・知り得た情報を生活でどう生かすかを
考え、実践する。
・将来に向け、必要となることを身に付
ける意識をもって、報告をしたり聞いた
りする。

〇

6

3

年間授業時数

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

通
年

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・働くために必要な
力、考えよう、やって
みよう

・マナー学習
・接遇
・あいさつ
・グラスの持ち方、運び方
・清掃の仕方
・雑巾の絞り方
・机の拭き方

・職場・仕事につい
て知ろう

・進路見学・体験（七生福
祉園　活動支援係）
・事前事後学習
・職場のマナー学習（挨
拶、言葉遣い、態度、服装
等）

・学んだことを報告し
合おう
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通
年

・清掃活動
（週１回）

通年

・ほうき、ちりとりを用いた
掃き掃除
・タオルでの拭き掃除
・雑巾での床清掃

・清掃道具の扱い方、清掃の手順を知
る。
・手順を意識して、作業に当たり、安全
や衛生について気付き、工夫する。
・清潔を意識し、きれいな環境で生活
する態度を養う。

・安全に留意して行う
よう、注意喚起する。
・掃除の手順を決め
て行う。
・机を置く場所をテー
プで明示する。

２
３

自分の成長を振り返
ろう

7

・調べ学習や、教師
や友達との対話など
を通して、学習を進
める。

・自分の成長に気付き、自分にもでき
ることの喜びを知る。
・自分の役割について考え、自分で判
断して活動する。
・周りの人々とのやりとりを通して、生
活を工夫しようとする態度を養う。

・自分の成長に気付く。
・家庭や寮での自分の役
割について考える。

・家庭の中の危険物
についての注意や、
整理・整頓が重要で
あることを関連付けて
指導をする。

12
１

（住生活）
・快適な住まいにつ
いて考えよう
・身の回りの整理整
頓をしよう 2 〇

・快適な住まいについて考
える。
・身の回りの整理整頓

・快適な住まいの環境について知り、
整理整頓の仕方を知る。
・季節の変化に合わせた住まい方、整
理・整頓や清掃の仕方に気付き、工夫
する。
・快適で安全な暮らしを実現するため
に、防犯や災害などから身を守り、自
立しての行動を実践しようとする。

（住生活）
・環境に配慮した物
について知ろう

4 ○

・ユニバーサルデザインを
見付ける。

・身近な生活の中で、環境に配慮した
物の使い方などについて知る。
・身の回りの様々な環境に配慮した物
を使い、実践しようとする。
・環境に配慮する態度を養う。

・身近な題材を取り
上げ、改善点を見い
だせるようにする。
・タブレット端末を使
用して、調べ学習を
行う。

９
10

（食生活）
・食事の楽しさを知
ろう
・身体に必要な栄養
について考えよう
・調理用具を安全に
使おう
・正しく包丁を使って
みよう
・野菜を切ってみよう
・いろいろな調理方
法をやってみよう
・収穫した食材を調
理しよう

10

・食事の楽しさを知る。
・栄養と身体の関係を知
る。
・調理のお皿の洗い方、拭
き方
・身支度の確認（手洗い含
む）
・野菜を洗う。
・野菜をちぎる。
・包丁を使って野菜を切
る。
・野菜の切り方にあった料
理を知る。
・道具を洗い丁寧に拭き上
げる。

・健康な生活と食事の役割を知る。
・身体に必要な栄養について知る。
・適切な量の食事を楽しくとることの大
切さに気付くことができる。
・バランスの良い食事について気付
き、献立などを工夫する。
・食事マナーを学習し、日常生活に生
かす態度を養う。
・包丁を使う時は添え手を丸めるなど、
安全に扱う方法を知り覚える。
・調理をするときの身だしなみや手洗
いの重要性に気付き、実践できるよう
になる。
・お皿の洗い方、拭き方を知り覚える。
・野菜の種類や献立に応じて大きさや
切り方を変えることを知り、実践する。
・道具の扱い方を知り、主体的に調理
実習に取り組む態度を養う。

・道具の扱い方につ
いて説明をし、安全
に十分配慮する。
・絵カードや写真な
ど、視覚教材を提示
する。
・生徒の安全管理を
し、けががないように
配慮する。

４
５

（衣生活）
・身だしなみを整え
よう
・季節に合う服装を
選ぼう

4

・清潔な身だしなみについ
て考える。
・快適な着方について理
解する。

11

・絵カードや写真な
ど、視覚教材を提示
する。
・分かりやすい手本
を見せたり、実際に
行ったりして、体験を
通して学ぶ。
・調理室で実際に手
洗いなどを実施し
て、習得できるように
する。
・道具の扱い方につ
いて説明をし、安全
に十分配慮する。
・作業順や動線、道
具の置き場所などを
明確にし活動しやす
い環境設定をする。

・身だしなみや快適な服装を知る。
・清潔な身だしなみや、季節や温度に
応じた衣服の選択を考え、表現する。
・日常生活において、適した身だしな
みや快適な服装について、自分から
行う態度を養う。

・行事や余暇など、
目的や時期、場所な
どを考えた衣服の着
方や身だしなみを整
えることの重要さを、
実践的に指導する。

６
７

（衣生活）
・洗濯をしよう
・衣服をたたもう
・ハンガーにかけよう
・簡単な小物を作ろ
う

8

・衣服の洗濯方法につい
て学び、実践をする。
・衣服の基本的な手入れ
方法を学ぶ。
・安全に気を付けて裁縫
に取り組む。
・簡単な小物作りをする。
・染色の方法を学ぶ。

・汚れた衣服の始末や洗濯方法など、
衣服の取り扱いについて知る。
・裁縫道具の安全な扱い方を知る。
・体験を通して学び、日常着の手入れ
の仕方などに気付き、実践することが
できる。
・見通しをもち、簡単な小物作りをす
る。
・洗濯や衣服の手入れを、日常生活の
中で行う態度を養う。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

年間授業時数

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

文化出版局　はじめてのキッチン　小学生からおとなまで

42

担当教員

教科等名 職業・家庭（家庭分野） 学年

ねらい

・生活に必要な衣食住などについて、基礎的な知識、技能を知り理解する。
・日常生活に必要な事柄の課題や解決方法に気付き、実践することで、日常生活における課題を解決しようと
する力を養う。
・将来の生活の基礎的な知識や技能を身に付け、生活を工夫し考えようとする実践的、主体的な態度を養う。

○桐山 知行　　桑原 真明　　三橋 淳輝　　鷲尾 圭介　　金子 蓮菜　　松永 和也　　大出 彩乃　　佐野 堅太

58 令和６年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 中学部 １年


